
  

天竜区船明地区墓地整備事業について 

生活文化部市民生活課 

 

１ 目的 

核家族化や宗教観の多様化等に対応した市民への安定的な公営墓所の供給 
 

２ 事業内容 

天竜区船明地区の土地区画整理事業内保留地の一部を新たな市営墓地として、市民の墓

所需要への対応を図るものである。 
 

３ 年次計画 

  平成２０年度  基本計画・基本設計 

  平成２１年度    基本設計・土地鑑定 

平成２２年度  実施設計 

    用地取得（平成２４年度までの３年間で取得、約 4.3 ha） 

  平成２３年度  整備工事（平成２８年度までの段階的整備） 

  平成２４年度～  墓所貸付開始予定 

 

４ 事業費 ４１７，０００千円（市債４１７，０００千円） 

 

位置図 

 

 天竜球場 



 

（新規）ユネスコ創造都市ネットワーク加盟事業について 

生活文化部文化政策課 

 

１ 目的 

音楽文化の蓄積を都市資産として活用し発信していくため、ユネスコ創造都市ネットワー

クへアジアで唯一「音楽分野」での加盟を目指す。浜松市は平成２１年３月に策定した「浜

松市文化振興ビジョン」のなかで「音楽の都・浜松」を世界に向けてアピールしていくこと

を提言している。 

 

 【ユネスコ創造都市ネットワーク】 

 ユネスコは２００４年に文化・産業で活性化を目指す都市同士の交流や連携を促すた

め、文学や音楽、デザインなど７分野で構成する「創造都市ネットワーク」を創設した。 

 

《加盟都市》 

 

加盟分野 加盟都市（（ ）内は国名） 

音楽 ボローニャ（伊）、セビリア（西）、グラスゴー（英）、

ゲント（ベ） 

文学 エディンバラ（英）、メルボルン（豪）、アイオワシ

ティ（米） 

映画 ブラッドフォード（英） 

クラフト＆フォ

ークアート アスワン（エ）、サンタフェ（米）、金沢市 

デザイン ベルリン（独）、ブエノスアイレス（ア）、モントリ

オール（加）、深圳（中国）、神戸市、名古屋市 

メディアアート リヨン（仏） 

食文化 ポパヤン（コ） 

       伊・・イタリア 西・・スペイン 英・・イギリス ベ・・ベルギー 

       豪・・オーストラリア 米・・アメリカ合衆国 エ・・エジプト 

       独・・ドイツ ア・・アルゼンチン 加・・カナダ 仏・・フランス 

       コ・・コロンビア 

 

２ 事業内容 

 ・ネットワーク加盟申請書作成 
 ・ユネスコ本部（パリ）に登録を申請 
 
 
 
３ 事業費   ７，０００千円 

 



 

浜松国際ピアノコンクール事業について 

 

生活文化部文化政策課 

 

１ 目的 

浜松国際ピアノコンクールは、世界を目指す多くの若手ピアニストに研鑽の成果を披

露する場の提供と育成、世界の音楽文化の振興、国際交流の推進を図ることを目的とし

て３年に１回実施され、これまで多くの入賞者が著名な国際コンクールで上位入賞を果

たすなど、国内外から高い評価をいただいており、世界有数の国際ピアノコンクールと

して、「音楽の都・浜松」を発信している。 
コンクール開催の翌年度にあたる平成２２年度においては、優勝者ツアーの開催、次

回コンクールの準備及び国際音楽コンクール世界連盟総会に出席する。 
 

 

２ 事業内容 

（１） 第７回浜松国際ピアノコンクール優勝者ツアーの開催 

   優勝者 チョ・ソンジン（韓国） 

日程  平成２２年 ７月～８月 

会場  浜松、東京、名古屋、大阪、福岡、札幌など 

７月８日、ＰＭＦ（※）オーケストラと Kitara（札幌）にて協演予定 

（※） 

ＰＭＦ：ﾊﾟｼﾌｨｯｸ・ﾐｭｰｼﾞｯｸ・ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ。世界の若手音楽家の育成を目的とした国際教育音

楽祭。レナード・バーンスタインの提唱で１９９０年に始まり 、毎年夏、 札幌を主会場
に開かれている。 

 

（２）第８回浜松国際ピアノコンクール開催に向けた準備 

委員会組織の立ち上げ、募集要項とポスターの作成 

 

（３）国際音楽コンクール世界連盟総会出席 

 

 

３ 事業費   １５，０００千円 
 （財源：音楽振興基金運用収入 333 千円、ｲﾍﾞﾝﾄ･ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ振興基金運用収入 328 千円） 



 

音楽文化都市交流事業（ワルシャワ市）について 

 

生活文化部文化政策課 

 

１ 目的 

ショパン生誕２００周年、ワルシャワ市との音楽文化友好交流協定締結２０周年

を記念し、浜松市、（財）浜松市文化振興財団、ワルシャワ友好協会、浜松市で活動

をしている子どもたちの音楽団体により結成される友好使節団がワルシャワ市を訪

問する。この異文化に触れる貴重な経験により、音楽の都・浜松を目指す本市にと

って将来の担い手の成長が期待される。 

また、浜松市長が招待を受け、「ショパンコンクール」に出席し、「浜松賞」のプ

レゼンターをつとめ、両市の交流をより深める重要な機会とする。  

 

 

２ 事業内容 

（１）ワルシャワ市音楽文化友好交流事業 

日程   平成２２年８月下旬 

会場   ワルシャワ市内  

派遣   浜松で活動している子どもたちの音楽団体を中心に結成する友好使節団  

        

 

（２）ショパンコンクールへの出席 

日程   平成２２年１０月下旬  

会場   ワルシャワ市内  

出席者 浜松市長、随行１名  

 

 

３ 事業費     ８，６００千円（音楽文化都市交流事業 13,600 千円の一部） 

       

ショパン像 



 

音楽文化都市交流事業（札幌市）について 

 

生活文化部文化政策課 

 

１ 目的 

浜松市、札幌市は平成 21 年 5 月 14 日音楽文化都市交流宣言を行い、音楽分野で 

の交流事業を実施していくことで合意した。 

この宣言に基づき、互いの音楽文化を尊重しつつ、人材の交流をすすめ、国内外 

への情報発信等を通じて音楽文化を振興するため、音楽分野での交流事業を実施する。 

 

 

２ 事業内容 

 

平成 22 年度交流事業細目 交流事業内容 

① パイプオルガン奏者の招聘・演奏 
札幌のオルガニストが浜松で演奏 
札幌コンサートホール Kitara 専属

オルガニストの出演を予定 

② ＰＭＦ（※）２０周年記念行事の一部の
浜松での受け入れ     

ＰＭＦオーケストラ（中編成）が浜

松で演奏 

③ 青少年の音楽団体の交流事業    札幌市内の子どもたちの音楽団体

が浜松で演奏  

④ 第７回浜松国際ピアノコンクール優勝者
ツアー札幌公演   

第７回浜松国際ピアノコンクール

優勝者（チョ・ソンジン）が札幌コ

ンサートホール Kitara でＰＭＦオ

ーケストラと協演 

 
（※）ＰＭＦ：ﾊﾟｼﾌｨｯｸ・ﾐｭｰｼﾞｯｸ・ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ。世界の若手音楽家の育成を目的とした国際教育

音楽祭。レナード・バーンスタインの提唱で１９９０年に始まり、毎年夏、 札幌を主会
場に開かれている。 

 

 

３ 事業費     ５，０００千円（音楽文化都市交流事業 13,600 千円の一部） 

  ①オルガニスト招聘        

  ②ＰＭＦ２０周年記念行事     

  ③青少年音楽団体交流事業   旅費等は札幌市が負担予定 

   

④ピアノコンクール優勝者ツアー（浜松国際ピアノコンクール事業15,000千円の一部） 

 



 

浜松国際ピアノアカデミー事業について 

 

生活文化部文化政策課 

 

１ 目的 

演奏者として、そして指導者としても世界的に著名な講師陣により、世界で活躍

するコンサートピアニストの育成を目指して開催する。 
期間中のすべてのプログラムを一般公開し、受講生はもちろん、一般の方にも楽

しんでいただき、浜松市の音楽文化の振興に寄与する。 

 

 

２ 事業内容 

   日程  平成２３年３月開催予定 

   会場  アクトシティ浜松 

   講師  中村紘子氏をはじめ、世界的に演奏者（指導者）として著名な 

４名（予定） 

   受講  世界で活躍するコンサートピアニストを目指す申込者の中から 
２４名（予定） 

 

   アカデミーの内容（予定） 

・ ソロレッスン、コンチェルトレッスン 

・ オープニングコンサート 

・ 教授によるレクチャーコンサート 

・ 子どものための無料公開レッスン 

・ ピアノアカデミーコンクール 

 

   

３ 事業費 ３５，０００千円（財源：その他収入《入場料》4,580 千円） 

      
第 14 回浜松国際アカデミー（平成 21 年 3 月開催） 



 

天竜ものづくり継承施設維持管理事業について 

生活文化部文化政策課 

 

１ 目的 

旧二俣町役場を登録有形文化財として保護するとともに、浜松市名誉市民である本田宗

一郎氏の「人となり」や「ものづくり精神」を多角的に紹介し、子どもたちがものづくり

の楽しさを体験し、創造する力を育む場所を提供する。 
施設の管理については、地域住民が主体となる効率的な管理、地域の活性化を図る機能

の強化などの観点から地元のＮＰＯ団体に委託する。 
 また、市からの交付金を活用し、ＮＰＯ団体が本田宗一郎氏の顕彰事業を行う。 

 
２ 事業内容 

開館時間 午前９時から午後５時 

休館日  月曜日 

入館料  無料（特別展は有料の予定） 

 

３ 事業費      ３，４１９千円 

 

＜ＮＰＯ法人による顕彰事業について＞ 

 ＮＰＯ法人本田宗一郎夢未来想造倶楽部に対し、本田宗一郎顕彰基金から１億円を交

付する。ＮＰＯ法人は交付金を基金運用し、その運用収入等により下記の顕彰事業に

活用する。 

 

＜顕彰事業の主な内容＞ 

・ 展示公開事業（企画・特別展：年２回程度） 

・ ワークショップ・セミナー等開催事業（月２回程度） 

・ 記念館ガイド事業（随時）             など 

        
旧二俣町役場外観 



 

 

新活動拠点施設整備事業について 
 

生活文化部文化政策課 

 
１ 目的 

男女共同参画推進センターは、耐震性能が低く、築 34 年を経て設備や内外装等の

老朽化も進んでいることから、平成 21 年度末をもって閉館し、新たに男女共同参画

推進機能と、文化芸術活動の創造拠点を併せ持つ複合施設として、平成 24 年度に開

館するための建築工事を実施する。 

 

２ 事業内容 

＜施設の概要＞ 

所在地     浜松市中区幸三丁目３番１号 

構 造     鉄筋コンクリート造 地上３階 地下１階 

延床面積    約２，５００㎡ 

建物構成    ホール、音楽練習室、研修・会議室、相談室、託児室等 

供用開始時期  平成２４年４月 

 

＜スケジュール＞ 

   平成２１年度 基本計画、設計 

   平成２２年度 解体工事、建設工事 

   平成２３年度 建設工事、外溝工事、開設準備 

 平成２４年度 供用開始 

 

３ 事業費 ２７，０００千円（財源：市債 17,600 千円） 

 

 ※参考 

 
 

（
住
吉
バ
イ
パ
ス

） 

四ツ池公園 

計画地：浜松市中区幸三丁目３番１号  



（新規）スポーツ普及・活性化事業について 
生活文化部スポーツ振興課 

 
１ 目的 

「浜松市スポーツ振興基本計画」に基づき、「するスポーツ」「みるスポーツ」「ささえるス

ポーツ」の普及を図るとともに、国の指針「成人週１回以上のスポーツ実施率５０％」を受

け、浜松市として「１１１（イチイチイチ）運動 ～１週間 １回以上 １スポーツ～」の

推進に取り組む。 

 

２ 事業内容 

（１）するスポーツの振興：１０００ＭＥＴｓ（メッツ）マップの印刷・記念品の作成 

  「１１１運動」を推進するため、１０００ＭＥＴｓマップの印刷と記念品の作成を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

（２）みるスポーツの振興：浜松・東三河フェニックス「浜松応援する会」への負担金 

新たに結成される浜松・東三河フェニックス「浜松応援する会」が行う、「バスケット教

室」の開催やホームゲームへの小中学生の招待などの活動に対して支援を行うことにより、

浜松・東三河フェニックスをＰＲし、更なる誘客、みるスポーツの振興を図る。 

 

（３）ささえるスポーツの振興：スポーツ施設マップの作成（緊急雇用創出事業） 

  浜松市内に所在する公立及び民間のスポーツ施設の情報を掲載したマップ（冊子）を作

成することにより、市民に対し、「スポーツをする場の情報」を提供する。 

 

３ 事業費  ７，４００千円（財源：県 緊急雇用創出事業交付金 5,200 千円） 

 

    

 

※ １０００ＭＥＴｓマップ： 

運動の強度を表すＭＥＴｓ値を

用い、すごろく形式でゴールの

１０００ＭＥＴｓを目指すもの

（１ＭＥＴｓ＝ウォーキング

２０分、水泳１０分など） 

 



平口スポーツ施設整備事業について 

生活文化部スポーツ振興課 

１ 目的 

市民の健康維持や体力の向上及び人と人との交流の場として、地方拠点都市法に基づく

拠点地区に位置づけられている平口地区に、サッカー場、多目的スポーツ広場などを整備

する。 

 

２ 事業内容 

（１） 整備計画 

サッカー場、スタンド、照明灯、多目的広場、駐車場等 

（２） 平成２２年度実施事業 

    土木工事（敷地造成工、調整池工等） 

    建築部分の詳細設計             

地質調査 

 

３ 事業費  １８５，０００千円（財源：市債 170,700 千円） 

土木工事費 

建築実施設計委託料            

   地質調査費      など          

 

（配置図） 

 

 

多目的広場 

サッカー場 

駐車場 

 
調
整
池

浜北総合体育館 

ｻﾝｽﾄﾘｰﾄ
浜北 



元静岡県クレー射撃場環境対策事業について 

 

生活文化部スポーツ振興課 

 

１ 目的 

  元静岡県クレー射撃場内には、残留鉛弾が約１３８ｔ堆積していると推定されており、

地域住民の健康への影響及び環境保全の観点から、環境対策事業を実施する。 

 

 

２ 事業内容 

  元静岡県クレー射撃場内の残留鉛に対して不溶化・遮水工封じ込め工法による環境対策

事業を実施する。事業については静岡県が実施し、浜松市は負担割合に基づく負担金を支

出する。 

 

（１）施設概要 

  ①所 在 地 浜松市天竜区春野町筏戸大上１－１ 

  ②敷地面積 73,955.76 ㎡（市有地） 

（２）工  法：不溶化・遮水工封じ込め 

・鉛弾及び調整池内等の高濃度の汚染土は、射撃場外に搬出する。 

・鉛含有土は、安定化に優れた不溶剤（石灰石）により不溶化処理をした後、射撃場

内に遮水封じ込め、有害物質の発生と漏洩を恒久的に防止する。 

（３）工事区域：クレー射撃場、実弾射撃場 

（４）環境対策事業 

    ・平成 20 年度 実施設計 

    ・平成 21・22・23 年度 環境対策工事 

（５）事業主体：静岡県 

（６）負担割合：静岡県 60％、浜松市 40％ 

 

 

３ 事業費 １００，０００千円                  （単位：千円） 

区   分 総事業費 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度 

総事業費 754,985 22,843 101,000 250,000 381,142

浜松市 301,994 9,137 40,400 100,000 152,457負担 
内訳 静岡県 452,991 13,706  60,600 150,000 228,685

※工事の変更が生じる場合は、平成 23 年度で調整するため、負担金額の変更が予想され

る。 

 

ｲｶﾝﾄﾞ ｵｵｶﾐ 
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